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１．背景・目的

• 2018年より、企業向け介護セミナーから活動を開始する

きっかけは、知り合いのＡ社の社員から親の介護と仕事の両立の相

談から始まりました。

• Ａ社は大企業であったため、全国の営業エリアごとに社員向け介護セミ
ナーを企画しました。その中で近畿及び中国地方で介護セミナーを開催
することとなった。事前に社員アンケートでニーズ把握を行いました。

• ニーズ把握は会社が驚く結果であり、これをきっかけに会社全体で介護
離職防止への取り組みが始まりました。



１．背景と目的

課題とゴール
• 営業エリア毎に、社員が抱える介護による仕事への影響を把握する

• 営業エリア毎に、セミナーを通して介護を理由に退職せず、仕事と介
護を両立できる方策を検討していく

• 仕事と介護の両立を進めるために社内規定を社員に周知し、介護休
暇・休業の利用方法を知ってもらう

• 仕事と介護の両立を行うために、親などの介護について理解できるセ
ミナーや個別相談を行う

• これらにより介護離職０を目指す



２．活動概要

• ワークサポートプランＡ

①アンケート：社員が抱える介護による仕事への影響を把握

②介護セミナー：営業エリア毎に開催

＊2つの営業アリアは毎年1回継続開催中

• ワークサポートプランＢ

社員の個別相談を随時受け、仕事と介護の両立への支援を行う



３．活動結果
概要参加者

数テーマ対象営業
エリア日時

社員アンケートからセミナー開
催を決定45名介護って何？どーするの？近畿2018年4月13日

社員のセミナーテーマ希望から
テーマと内容を決定25名介護とお金近畿2018年11月16日

社員用の仕事と介護両立周知用
パンフレットを担当者が作成50名介護って何？どーするの？近畿2019年4月18日

セミナー後、個別相談を受ける
個別相談は、毎回２～3名実施

25名介護って何？どーするの？
広島
岡山
島根・鳥取

2019年9月10日
2019年9月17日
2019年11月6日

25名介護と仕事の両立支援
～ワーク介護バランス～近畿2021年4月13日

25名仕事と介護の両立の為の介護予防
トレーニング

近畿2021年11月25日

25名介護のある暮らしに「備える」
～親のこと、それとも自分のこと？～

近畿2022年11月22日

＜ワークサポートプランＡ＞ 介護セミナー開催



活動風景
岡山での介護セミナー風景山口での介護セミナー風景

男性の中高年の方が多く参加されていました。
役職者が開会のあいさつの際にご自身の介護体験を語ら
れると、参加者も介護について語りやすくなりました。

参加いただいた社員の方々は、まだ家族等に介護が
発生していないが事前に聞いておきたいという方か
ら実際介護をしている方など介護の有無にかかわら
ず興味関心があることが伺えました。



活動風景
仕事と介護の両立を実行している社員の体験談を

皆で共有コロナ禍のためリモートで介護セミナー開催

ハイブリッド研修として実施
個別相談から実際の仕事と介護の両立を実践してい
る社員の体験談を皆で共有した。

研修に参加しにくい営業所の社員も参加できる機会
となり、多くの方に参加しやすい環境を提供してい
くこととなった。



活動風景
年代・役職を乗り越えてグループワーク社内広報誌を社員が発行

「親に事をしっていますか？」というテーマでは、
年代・役職に関係なく「親のことを知らないと介護
が必要になった時に困る」など活発に意見交換され、
職場内の両立への意識改革につながった。

セミナーに参加できない方にも興味を持っていただ
くこと、社内の風土つくりに役立っていました。
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社員アンケート結果

• Ａ社中国地方全体でアンケートを実施

• 回答数：335名

＜質問項目＞

①現在の介護状況

②介護が発生する可能性

③介護への不安

④介護が発生した場合、仕事を継続できるか？

社員が抱える介護による仕事への影響を把握



Ａ社のニーズ調査より
～三浦の体験より～
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Ａ社の社員の言葉１

13

「親が離れた県に住んでいるため、
介護するとなった場合は近くに来て
もらう必要がある。」

現在の仕事内容で介護をする
ことは不可能だと思います。仕
事内容の変更や転職も視野に
しないといけないと思います



Ａ社の社員の言葉２

14

重要の仕事をしているので介護を
理由に休めない

介護はまだですが、始まる
とどうなるかわからないの
で不安です。



Ａ社の介護に関する支援制度について、
どの程度知っていますか？
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３．活動結果 ＜ワークサポートプランＢ＞ 個別相談



４．まとめ

• 社員アンケートは、社員が抱える介護による仕事への影響を数字とし
て明確になりやすく、会社として介護離職ニーズを把握しやすい。

• 介護セミナーは、知識として介護のことを理解できるだけではなく、
他の社員が介護課題を抱えていることを知る機会となり、会社の風土
（社員通しで介護の話ができる風土）つくりに役立つことがわかる。
また、役職者が自身の介護体験を語ることで社内で介護離職防止を進
めているビジョンが伝わることがわかった。

• セミナーは継続することで徐々に仕事と介護両立のビジョンとスキー
ムが見いだせるため、単発で終わらない仕組みの提案が必要である。


